
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
          
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2024年度年間聖句 

主はあなたの呼ぶ声に答えて 必ず恵みを与えられる。 
（イザヤ書 第 30章 19節） 
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毎週日曜日 10時 30分から日本キリスト教団聖学院教会の礼拝が行われています。 

こちらにもご自由に参加いただけます。 

 

 

No.7 2024年 9月 27日（金） 
全学礼拝期間について  

2024年度秋学期の全学礼拝は、下記日程でチャペルにて行っています。 

毎週火曜日から金曜日、14時40分から15時10分です。どなたでも自由にご参加ください。    

秋学期／2024年 10月 1日（火）～2025年 1月 17日（金） 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

あなたはどこにいるのか 
 

夏休みが終わり、秋学期が始まりました。酷暑が続く日々でしたが青春を

謳歌したでしょうか。表題の言葉は創世記 3章 9節（口語訳旧約聖書）の引

用です。神がアダムと妻のところへ歩まれると、罪に気付いた二人は神から

隠れました。神に創られた人間が、木の間に隠れることができると考えること

自体が滑稽です。しかし、神は呼びます、あなたは「どこにいるのか」と。この

声はこの時以来人間の耳を離れないのではないでしょうか。 

自分のいるところが、分かっている人は立派な人です。聖学院大学にいて

何をすべきかわかる人、自分の立場がわかる人、人と自分との関係がはっ

きり言える人は、立派な人です。大抵は自分のいるところが嫌いで、もう少し

ましなところにいられる筈だ、と考えます。フランスの詩人シャルル・ボードレ

ール（Charles Pierre Baudelaire）は「どこでもいいから自分の今いるところで

ないところ」という詩をつくりました。多くの人々はこの言葉に共感するだろうと

思います。つまり自分のいるところが分からず、満足できないということである

かもしれません。 

さて、聖書の二人はなぜ自分のいるところが分からなかったのでしょうか。

聖書の続きを読むと、原因が分かります。アダムは罪の責任を妻に被せま

す。そして妻は蛇のせいにします。みんな責任の擦り合いです。わたくしどもも

同じではないでしょうか。あの人が悪い、学校が悪い、社会が悪い、時代が

悪い、と。少しも愛の言葉がないことに気付きます。 

イザヤの場合はアダムと異なります。神から呼ばれると「わたしがここにおり

ます。わたしを遣わしてください」（旧約聖書イザヤ書 6 章）と応えました。神

は、呼びかけ（Calling）にしっかり応答する(Response)ことを求めておられま

す。秋学期もその呼びかけに応える生活をしたいと願うのです。 

 （聖学院院長、キリスト教センター所長 山口 博） 

 

 

 

聖学院教会での礼拝 

     

＊席は詰めすぎずに着席 

＊起立での讃美歌の歌唱、主の祈りの唱和 

＊携帯電話はマナーモードに設定して、しまってください 

★   全学礼拝 ご協力のお願い    ★ 
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奨  励 小池 茂子 

（聖学院理事長・大学学長） 

司  会 山口 博 

奏  楽 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前  奏  

讃美歌 452番 1、2節 

聖  書 創世記 

12章 1～4節（旧約 P.15）   

祈  祷 

奨  励 「主の言葉に従って旅立ったアブラハム」 

祈  祷  

讃美歌 452番 3節 

主の祈り 

後  奏  

 

 

 

10月 1日（火） 

 
奨  励 田村 綾子 

 （副学長・心理福祉学部兼人間福祉学部長） 

司  会 洛雲海（ナグネ） 

奏  楽 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 『讃美歌 21』461番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書 

15章 18～24節 

（新約 P.139） 

祈 祷 

奨 励 「アルプスの山の娘」 

祈 祷  

讃美歌 『讃美歌21』461番3、4節 

主の祈り 

後 奏  
 
 
 
 
 

10月 2日（水） 

 
奨  励 竹井 潔 

（政治経済学科特任教授） 
司  会 菊地 順 
奏  楽 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 
前 奏  
讃美歌 285番 1、2節 
聖 書 ヘブライ人への手紙 

11章 13〜16節 
（新約 P.415） 

祈 祷 
奨 励 「我々はどこから来たのか、我々

は何者か、我々はどこへ行くのか」 
祈 祷  
讃美歌 285番 3、4節 
主の祈り 
後 奏  

 

 
 

 

       
 
 
 
 

10月 8日（火） 

 
奨  励 東 清志 

（東京衛生アドベンチスト病院チャプレン） 

司  会 山口 博 

奏  楽 村上 野花 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

      9章 1～3節 

（新約 P.184） 

祈 祷 

奨 励 「それでも人生に“Yes”と言う」 

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 

10月 9日（水） 

 

司会・奨励 木村 太郎 

（心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 

奏  楽 谷口 千穂 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書  

15章 4～6節（新約 P.138） 

祈 祷 

奨 励 「神の愛」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 

10月 3日（木） 

 
奨  励 森 清 

（学務部部長） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 ングワー路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 188番 1、2節 

聖 書 ペトロの手紙一 

4章 10～11節 

（新約 P.433） 

祈 祷 

奨 励 「賜物を生かして仕える」 

祈 祷  

讃美歌 二編 188番 3節 

主の祈り 

後 奏  
 
 
 

10月 10日（木） 

 
奨  励 東野 尚志 

（日本キリスト教団滝野川教会牧師、 

本学講師） 

司  会 木村 太郎 
奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 501番 1、2節 
聖 書 マタイによる福音書 

7章 1～5節 
（新約 P.11） 

祈 祷 
奨 励 「丸太とおが屑」 
祈 祷  
讃美歌 501番 3節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 
 

10月 11日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

奨  励 篠田真紀子 
（日本キリスト教団浅草教会牧師） 

司  会 柳田 洋夫 
奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 532番 1、2節 
聖 書 マルコによる福音書 

5章 25～34節 
（新約 P.70） 

祈 祷 
奨 励 「Go in peace  

～安心して行きなさい～」 
祈 祷  
讃美歌 532番 3節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 
 

10月 4日（金） 

 


